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俳 

句

 

城
西 

榊
原
し
ず
か

煮
大
根
歳
月
と
い
う
調
味
料

 

佐
間 

須
永
　
節
子

は
や
米
寿
ま
だ
米
寿
だ
と
去
年
今
年

 

藤
原
町 

斎
藤
雄
次
郎

澪
走
る
冬
あ
け
ぼ
の
の
英
虞
の
海

 

忍 

伊
藤
　
誠
一

充
分
に
生
き
て
昭
和
の
枯
芒

 

富
士
見
町 

森
　
　
節
子

田
作
り
は
ス
マ
ホ
じ
ゃ
出
せ
ぬ
母
の
味

 

矢
場 

高
田
み
つ
子

何
ひ
と
つ
隔
つ
も
の
な
し
大
枯
野

 

持
田 

二
瓶
　
弘
子

寄
せ
鍋
に
奉
行
は
い
ら
ぬ
好
き
に
せ
よ

 

富
士
見
町 

鈴
木
ス
イ
子

初
日
さ
す
特
別
史
跡
古
墳
群

 

埼
玉 

岡
本
　
喜
水

弾
む
ジ
ャ
ズ
窓
の
冬
木
も
揺
れ
て
を
り

○ 
俳
句
応
募
方
法　
一
人
３
句
以
内
。
毎
月
５
日
ま
で
に
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
電

話
番
号
を
明
記
の
上
、
は
が
き
・
封
書
で
広
報
広
聴
課
。
な
お
、
一
部
添
削
し
て
掲
載
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
不
要
で
あ
れ
ば
「
添
削
不
要
」
と
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

 

南
河
原 

今
村
　
文
女

居
る
は
ず
も
な
き
夫
と
酌
む
夢
は
じ
め

 

富
士
見
町 

江
利
川
敏
夫

酉
の
市
売
り
手
買
い
手
の
心
意
気

 

旭
町 

大
川
　
恵
子

し
ら
じ
ら
と
明
け
る
水
面
に
鴨
の
群

 

天
満 

青
柳
　
欣
吾

卒
寿
過
ぎ
二
つ
で
足
り
ぬ
雑
煮
餅

 

荒
木 

野
口
　
利
夫

大
北
風
や
百
余
の
果
実
落
と
し
ゆ
く

 

埼
玉 

荻
原
　
増
夫

縁
側
の
猫
と
無
言
の
日
向
ぼ
こ

 

下
忍 

荒
井
　
王
子

登
校
の
列
を
乱
し
て
霜
柱

 

谷
郷 

江
利
川
栄
一

裸
電
球
昭
和
の
ま
ま
の
酉
の
市

 

斎
条 

小
林
　
英
与

麦
の
芽
の
ひ
と
雨
ご
と
に
逞
し
く

 

（
三
沢
　
一
水
　
選
）

私
の
作
品

▼
期
間
　
2
月
28
日
㈮
〜
3
月
18
日

㈬
※
木
曜
休
館　
▼
時
間
　
午
前
11

時
〜
午
後
4
時　
▼
場
所
　
旧
忍
町

信
用
組
合
店
舗
内　
▼
内
容
　
行
田

絵
手
紙
あ
お
い
会
会
員
の
絵
手
紙
展　

▼
入
館
無
料
　
▼
問
　
文
化
財
保
護

課
（
内
線
５
３
２
２
）

▼
日
時
　
3
月
13
日
㈮
午
後
1
時
30

分
〜
4
時
（
午
後
1
時
10
分
か
ら
受

け
付
け
）　
▼
場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
み
ず
し
ろ
ギ
ャ
ラ
リ
ー　

▼
テ
ー
マ
　「
じ
ぶ
ん
の
ま
ち
で
楽

し
く
暮
ら
す
ヒ
ン
ト
〜
深
谷
・
熊

谷
・
行
田
・
鴻
巣
・
北
本
〜
」　
▼

内
容
　「
ま
ち
を
元
気
に
し
た
い
」

と
い
う
思
い
を
抱
き
、
地
域
で
活
動

し
て
い
る
共
助
仕
掛
人
（
※
）
が
事

例
発
表
を
し
ま
す
。
意
見
交
換
会
を

含
め
た
交
流
会
も
実
施
し
ま
す
。
※

共
助
仕
掛
人
と
は
、
県
の
専
門
家
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
登
録
さ
れ
て
い
る
市

民
活
動
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
す
。　

▼
定
員
　
30
人　
▼
参
加
無
料
　
▼

共
催
　
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
、
県
共
助
社
会
づ
く
り
課　
▼

第
10
回 T

テ

ア

ト

ル

héâtre V

ヴ
ェ
ー
ル

ert

「
行
田
絵
手
紙
あ
お
い
会
作
品
展
」

高
崎
線
沿
線
の
ま
ち
づ
く
り

を
考
え
る
in
行
田

支
援
セ
ン
タ
ー
緑
風
苑
☎
５
５
７
―

３
６
１
１　
▼
こ
の
記
事
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
　
高
齢
者
福
祉
課
地
域

包
括
ケ
ア
担
当
（
内
線
２
７
８
）

▼
期
間
　
3
月
11
日
㈬
〜
13
日
㈮　

▼
場
所
　
商
工
セ
ン
タ
ー
パ
ブ
リ
ッ

ク
ホ
ー
ル　
▼
内
容
　
公
益
社
団
法

人
行
田
法
人
会
主
催
の
「
第
4
回
税

に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」

で
入
選
し
た
作
品
お
よ
び
市
内
の
小

学
6
年
生
の
応
募
作
品
の
展
示　
▼

問
　
同
会
☎
５
５
４
―
４
５
３
５

第
4
回
税
に
関
す
る
絵
は
が
き

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
展
示

▼
日
時
　
3
月
13
日
㈮
午
後
1
時
30

分
〜
3
時　
▼
場
所
　
中
央
公
民
館

第
1
学
習
室　
▼
内
容
　
高
齢
者
が

在
宅
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る

よ
う
、
介
護
の
知
識
や
技
術
の
こ
つ

な
ど
を
学
ぶ
。　
▼
対
象
　
現
に
介

護
し
て
い
る
方
、
介
護
に
つ
い
て
関

心
の
あ
る
方　
▼
定
員
　
20
人
（
先

着
順
）　
▼
参
加
無
料
　
▼
持
ち
物
　

筆
記
用
具
、
飲
み
物　

▼
申
・
問
　

3
月
10
㈫
ま
で
に
電
話
で
地
域
包
括

イ
ベ
ン
ト

介
護
者
教
室

申
・
問
　
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
市
民

活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
☎
５
９
８

―
８
６
１
６
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用
）
※

日
・
水
曜
日
を
除
く
午
前
9
時
〜
午

後
5
時
【
Ｅ
メ
ー
ル
】gyodashi-

saposen@
bz04.plala.or.jp

▼
日
時
　
3
月
7
日
㈯
午
後
0
時
30

分
〜
4
時
30
分
、
8
日
㈰
午
前
9
時

30
分
〜
午
後
4
時　

▼
場
所
　
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー　
▼
内
容
　【
7

日
】
作
品
展
示
、
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン

教
室
他
【
8
日
】
作
品
展
示
、
芸
能

発
表
、
お
茶
会
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、

ゲ
ー
ム
、
焼
き
そ
ば
・
豚
汁
な
ど
の

飲
食
コ
ー
ナ
ー
他　
▼
主
催
　
同
セ

ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
実
行
委
員

会　
▼
問
　
同
セ
ン
タ
ー
☎
５
５
９

―
１
３
９
９

▼
日
時
　
2
月
15
日
㈯
午
前
9
時
〜

10
時
（
午
前
8
時
45
分
集
合
）
※
雨

天
中
止　
▼
集
合
場
所
　
総
合
公
園

管
理
棟
前　
▼
内
容
　
総
合
公
園
を

愛
着
の
あ
る
公
園
に
す
る
た
め
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
活
動
を
行
う
。　

第
26
回
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

総
合
公
園
の
清
掃
活
動

▼
持
ち
物
　
清
掃
用
の
手
袋
、
ご
み

袋　
▼
そ
の
他
　
清
掃
活
動
を
中
止

す
る
場
合
は
前
日
に
判
断
し
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
市
公
式
ツ

イ
ッ
タ
ー
で
周
知
し
ま
す
。　

▼

問
　
行
田
の
ま
ち
を
ゴ
シ
ゴ
シ
委

員
会
事
務
局
（
管
理
課
内
・
内
線

５
７
０
３
、
都
市
計
画
課
内
・
内
線

５
６
０
４
）

▼
日
時
　
2
月
23
日
㈰
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
30
分　
▼
場
所
　
Ｖ
Ｉ
Ｖ

Ａ
ぎ
ょ
う
だ
学
習
室　
▼
内
容
　
子

ど
も
を
結
婚
さ
せ
た
い
と
お
考
え
の

親
ま
た
は
家
族
の
た
め
の
お
茶
会
お

よ
び
相
談
会　

▼
参
加
費
　
１
千

円　
▼
そ
の
他
　
一
世
帯
何
人
で
も

参
加
可　
▼
申
・
問
　
2
月
18
日
㈫

ま
で
に
Ｅ
メ
ー
ル
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
行

田
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
０
９
０
―

３
１
３
１
―
８
３
５
６
ま
た
は
☎

０
９
０
―
２
４
１
６
―
９
６
９
２

【
Ｅ
メ
ー
ル
】gyoda.kettkon.

shienn@
gm
ail.com

第
2
回
え
ん
む
す
び
親
の
会

行田みらい塾成果発表会
「行田みらいフォーラム2020」
　行田みらい塾は、日本遺産を活用した観光振興
や地域ビジネス創出など、地域の活性化を担う人
材育成を目的として、2018年7月にスタートし
ました。
　この第2期生らによる成果発表会「行田みらい
フォーラム2020」を開催します。

▶日    時　2月15日㈯午後2時
▶場    所　商工センターホール
▶内    容　 塾生がこれまで学んだことを生かし

て、グループに分かれ行田の活性化
をテーマに発表します。

▶問い合わせ　 行田市日本遺産推進協議会（企画政
策課内・内線309）

　
昨
年
6
月
に
埼
玉
県
写
真
館
協
会
が
開
催
し
た
「
埼

玉
県
写
真
館
協
会
令
和
元
年
度
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
、
見

事
、
最
優
秀
賞
に
当
た
る
県
知
事
賞
を
受
賞
し
た
岡
田

純
哉
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　
地
域
の
人
に
親
し
ま
れ
て
い
る
写
真
館
に
生
ま
れ
た

岡
田
さ
ん
は
、
中
学
生
の
こ
ろ
か
ら
自
然
と
家
業
を
継

ぐ
こ
と
を
意
識
し
始
め
、
大
学
で
は
本
格
的
に
カ
メ
ラ

や
写
真
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
卒
業
制
作
で
は
優
秀
作

品
と
し
て
選
抜
展
示
に
飾
ら
れ
る
ほ
ど
の
腕
前
で
し
た

が
、
決
し
て
そ
れ
に
満
足
す
る
こ
と
な
く
、
大
学
卒
業

後
は
修
業
を
兼
ね
て
県
内
の
写
真
館
に
勤
め
ま
す
。
そ

こ
で
は
、
カ
メ
ラ
マ
ン
の
他
、
店
の
受
付
や
ア
シ
ス
タ

ン
ト
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。
基
本
的
な
撮
影
方
法
な
ど

は
教
わ
る
も
の
の
、
大
半
は
先
輩
方
が
撮
っ
た
写
真
を

見
て
学
ぶ
日
々
を
送
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

そ
し
て
、
約
3
年
間
の
修
業
を
終
え
た
岡
田
さ
ん

は
、
平
成
28
年
4
月
、
実
家
の
写
真
館
「
フ
ォ
ト
ス

テ
ー
ジ
ノ
ア
」
の
プ
ロ
カ
メ
ラ
マ
ン
と
し
て
任
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
仕
事
柄
、
人
物
写
真
を
多
く
撮
る

こ
と
か
ら
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
尋
ね
る
と
、「
光
の
加

減
や
構
図
は
大
切
で
す
が
、
そ
の
人
の
一
瞬
の
魅
力
的

な
表
情
を
撮
る
に
は
相
手
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
」
と
の
答
え
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
、
県
知
事
賞
に
輝
い
た
作
品
は
、
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ

フ
ォ
ト
。
撮
影
場
所
は
、
新
郎
新
婦
が
着
る
和
装
に
合

う
忍
城
を
選
び
ま
し
た
。
手
の
仕
草
や
目
線
な
ど
を
細

か
く
指
示
し
つ
つ
も
、
自
然
な
笑
顔
を
引
き
出
し
、
仲

睦
ま
じ
い
様
子
を
撮
っ
た
そ
う
で
す
。

　
「
写
真
は
友
人
・
家
族
・
恋
人
と
の
か
け
が
え
の
な

い
思
い
出
や
幸
せ
の
瞬
間
を
形
と
し
て
残
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
年
を
増
す
ご
と
に
、
そ
の
時
々
の
思
い
出
を

振
り
返
る
こ
と
が
で
き
る
宝
物
と
な
る
よ
う
な
写
真
を

今
後
も
撮
り
続
け
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
笑
顔
で
意

気
込
み
を
語
る
岡
田
さ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
、
多
く
の

人
々
の
未
来
に
生
き
続
け
る
写
真
を
カ
メ
ラ
に
収
め
て

い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

いきいきいきいき

行田人ぎょうだじん

埼
玉
県
写
真
館
協
会
令
和
元
年
度

 

コ
ン
テ
ス
ト
で
埼
玉
県
知
事
賞
を
受
賞

岡
田 

純
哉 

さ
ん
（
行
田
・
29
歳
）


